
 

令和６年度 第３回 和田東小学校運営協議会 会議録 

 

１ 開 催 日 時  令和６年１０月２１日（月） １３時３０分から１５時００分まで 

２ 開 催 場 所  和田東小学校 会議室 

３ 出 席 委 員  渡瀬 三郎、小出 幸雄、村松 信子、鳥居 弘起 

鈴木 佐知子、伊藤 武司 

４ 欠 席 委 員  小野田 依里 

５ オ ブ ザ ー バ ー  中村 まゆみ（児童民生委員） 

６ 学    校  大橋 英之（校長）、中村 あづさ（教頭）、本樫 俊介（教諭） 

飛永 百合子（ＣＳディレクター） 

７ 教育委員会  井島 健蔵（教育総務課） 

８ 傍 聴 者  なし 

９ 会 議 録 作 成 者  ＣＳディレクター 飛永 百合子 

10 議長の選出 

司会から、議長の選出について委員に意見を求めたところ、小出委員から会長の村松委員を推

挙する旨の発言があり、全員異議なくこれを承認した。 

11 協 議 事 項   

（１）学校支援活動の報告 

（２）今年度の学力調査結果 

（３）学校評価中間報告 

12 会 議 記 録 

  司会から、委員総数７人中６人の出席があり過半数に達しているため、会議が成立している旨

の報告があった。また、前回の会議録について説明があった。 

（１） 学校支援活動の報告 

司会の指示により、教頭から学校支援について説明があった。 

図書ボランティア12人の申し込みがあり、古い本と新しい本を入れ替えることができた。 

これから花の苗を植えるボランティアをお願いしたい。元教員の学習ボランティアは数人

来ていただいている。「学校応援し隊」の方には、ミシンボランティアに入っていただいて

いる。クリーン作戦では、自治会の方が草刈り機をかけてくださりきれいになった。 

（２） 今年度の学力調査結果 

   司会の指示により、本樫教諭から今年度の学力調査結果について説明があった。 

    国語では「書くこと」に苦手意識をもっている子が多い。算数では、問題を読み解く前に

諦めてしまった児童が多い。質問紙からは、本校には優しい子が多いこともわかる。一方

で就寝時間が決まっていない子や休日の学習時間が少ないまたは全くない子も多く見ら

れる。 実際の学力調査問題用紙をしばらくご覧いただきたい。 

  委員からは以下のような発言があった。 

・国語の文章量がとても多いが教科書にあるものか。(佐知子委員) 

・教科書にはなく、初めて読む文章である。（本樫教諭） 



・スマホによって睡眠時間が少なくなると聞いているので、学校で発信してくれるといいと思

う。（鳥居委員） 

・どのぐらいの児童がスマホを持っているのか調査があるのか。（村松委員） 

・その調査はないが、平日に４時間以上動画を視聴している児童も多くいる。（本樫教諭） 

・家庭学習の見届けが十分できない家庭もある。（村松委員） 

・子供が、宿題をやっていかなくてはいけないという意識が低い。親も、便利なもの（絵本を

画面で読んでくれるソフトなど）を使いながら、どう育てていくのかが問題。（佐知子委員） 

・親も忙しく、動画を見せておけば楽になっている。（村松委員） 

・休みは圧倒的にゲームをしている子が多い。会話もゲームの話が多い。登校時遅い時刻でも

急がない子もいる。時計もデジタルなので時間の観念がないか。（渡瀬委員） 

・大谷選手の本に、夢を目指すために何をするかが書かれているシートがあるが、とてもいい

と思う。（村松委員） 

（３） 学校評価中間報告 

司会の指示により、本樫教諭から前期学校評価アンケートの結果が報告された。 

  委員からは以下のような発言があった。 

・納得する内容だと思った。（伊藤委員） 

・授業研究とはどのようなことをするのか。（村松委員） 

・学年団（低学年・中学年・高学年）で授業や支援の仕方の研修をしている。（本樫教諭） 

・読む力がないと学力調査を読まないで出したくなるのもわかる。年間５０冊の読書を目標に

する学校もあるので週末に一冊借りるようにするといいと思う。（中村オブザーバー） 

・相対的な結果がわかるのか。（鳥居委員） 

・解答用紙を送付すると添削され、問題ごとに本校、静岡県、全国の回答率が示されてくるの

で相対的な評価がわかる。（本樫教諭） 

・今の子は夢をそんなに持っていないように思うが、保護者の方はどう思われるか。（教頭） 

・同感、熱くない。（伊藤委員） 

・夢があっても具体的な行動に結びつかない。（佐知子委員） 

・家庭で褒められていないということはないか。ミシンの時「君はできる子だね」と言ったら、

その後自分でやってお礼も言えた。褒めて見守ることが家庭でもできるのではないか。（村松

委員） 

・夢についての子供への伝え方だが、「大谷選手はものすごく稼ぐがそのためには、ものすごく

努力をしている。」と言うのもいいかと思う。（小出委員） 

・お金のことは学校ではあまり言わないが、大切なことだと思う。（伊藤委員） 

・５年生の道徳に大谷選手の話が取り上げられ、同じようなシートを書くようになっている。

（本樫教諭） 

 教育委員会より 

  活発な意見交換がなされていた。スマホの使い方や褒めているか等、保護者へ伝えてほしい。 

その他報告事項等 

 司会から、次回の会議は、令和７年２月１０日（月）１４時００分に開催する旨の連絡があ

った。 


